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当初予算額の推移

増　減　額
（千円）

増 減 率
（％）

平成２８年度 45,280,000 △ 720,000 △ 1.6

平成２９年度 44,360,000 △ 920,000 △ 2.0

平成３０年度 44,410,000 50,000 0.1

令和元年度 44,750,000 340,000 0.8

令和２年度 47,530,000 2,780,000 6.2

令和３年度 43,800,000 △ 3,730,000 △ 7.8

令和４年度 43,110,000 △ 690,000 △ 1.6

令和５年度 45,710,000 2,600,000 6.0

令和６年度 49,970,000 4,260,000 9.3

令和７年度 50,800,000 830,000 1.7

※令和元年度は「骨格予算」として編成

予　算　額
（千円）

対前年度

年　度

“女性・若者から選ばれる桐生市”
実現予算

一般会計 ５０８億円
（対前年度 ＋８.３億円 ＋１.７％）

令和７年度当初予算
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平成３１年度　一般会計当初予算（案）の状況歳入

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

1 市税 ＊ 12,365,208 24.8 12,890,442 25.4 525,234 4.2

2 地方譲与税 395,000 0.8 395,000 0.8 0 0.0

3 利子割交付金 4,000 0.0 4,000 0.0 0 0.0

4 配当割交付金 50,000 0.1 60,000 0.1 10,000 20.0

5 株式等譲渡所得割交付金 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

6 法人事業税交付金 220,000 0.4 300,000 0.6 80,000 36.4

7 地方消費税交付金 2,500,000 5.0 2,630,000 5.2 130,000 5.2

8 ゴルフ場利用税交付金 18,000 0.0 18,000 0.0 0 0.0

9 環境性能割交付金 30,000 0.1 40,000 0.1 10,000 33.3

10 地方特例交付金 468,449 0.9 60,000 0.1 △408,449 △87.2

11 地方交付税 10,100,000 20.2 10,650,000 21.0 550,000 5.4

12 交通安全対策特別交付金 14,000 0.0 12,000 0.0 △2,000 △14.3

13 分担金及び負担金 ＊ 70,369 0.1 61,425 0.1 △8,944 △12.7

14 使用料及び手数料 ＊ 1,237,115 2.5 1,236,823 2.4 △292 0.0

15 国庫支出金 6,352,855 12.7 7,526,620 14.8 1,173,765 18.5

16 県支出金 3,536,580 7.1 3,835,518 7.6 298,938 8.5

17 財産収入 ＊ 230,328 0.5 368,025 0.7 137,697 59.8

18 寄附金 ＊ 4,021 0.0 6,421 0.0 2,400 59.7

19 繰入金 ＊ 3,281,873 6.6 3,123,400 6.2 △158,473 △4.8

20 繰越金 ＊ 250,000 0.5 250,000 0.5 0 0.0

21 諸収入 ＊ 2,701,302 5.4 3,197,326 6.3 496,024 18.4

22 市債 6,090,900 12.2 4,085,000 8.0 △2,005,900 △32.9

49,970,000 100.0 50,800,000 100.0 830,000 1.7

20,140,216 40.3 21,133,862 41.6 993,646 4.9

29,829,784 59.7 29,666,138 58.4 △163,646 △0.5

※ 表中の構成比合計は、端数処理の関係で、１００.０にならない場合があります。

依 存 財 源

区 分

*印：自主財源

歳 入 合 計

令和7年度令和6年度

自 主 財 源

対前年度

2



市税

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

個人市民税 4,631,710 37.5 5,045,132 39.1 413,422 8.9

法人市民税 600,502 4.9 704,124 5.5 103,622 17.3

固定資産税 5,457,460 44.1 5,446,470 42.2 △10,990 △0.2

軽自動車税 381,698 3.1 395,134 3.1 13,436 3.5

市たばこ税 561,191 4.5 563,668 4.4 2,477 0.4

都市計画税 732,017 5.9 735,074 5.7 3,057 0.4

入　湯　税 630 0.0 840 0.0 210 33.3

12,365,208 100.0 12,890,442 100.0 525,234 4.2

区 分

市　税  合  計

令和6年度 令和7年度 対前年度
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平成３１年度　一般会計当初予算（案）の状況歳出（目的別）

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

1 議会費 331,618 0.7 320,777 0.6 △10,841 △3.3

2 総務費 7,928,824 15.9 5,839,257 11.5 △2,089,567 △26.4

3 民生費 17,929,869 35.9 19,131,326 37.7 1,201,457 6.7

4 衛生費 4,219,727 8.4 4,527,485 8.9 307,758 7.3

5 労働費 68,929 0.1 67,099 0.1 △1,830 △2.7

6 農林水産業費 701,441 1.4 713,536 1.4 12,095 1.7

7 商工費 1,571,469 3.2 1,531,045 3.0 △40,424 △2.6

8 土木費 5,077,484 10.2 4,541,248 8.9 △536,236 △10.6

9 消防費 2,115,496 4.2 3,298,461 6.5 1,182,965 55.9

10 教育費 6,509,740 13.0 7,038,376 13.9 528,636 8.1

11 災害復旧費 4 0.0 4 0.0 0 0.0

12 公債費 3,465,398 6.9 3,741,385 7.4 275,987 8.0

13 諸支出金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

14 予備費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

49,970,000 100.0 50,800,000 100.0 830,000 1.7歳 出 合 計

区 分

令和7年度令和6年度 対前年度
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歳出（性質別）

予算額
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

構成比
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

1 人件費 ○ 9,132,367 18.3 9,136,776 18.0 4,409 0.0

2 物件費 7,220,739 14.5 9,307,688 18.3 2,086,949 28.9

3 維持補修費 270,702 0.5 271,509 0.5 807 0.3

4 扶助費 ○ 10,159,201 20.3 11,389,847 22.4 1,230,646 12.1

5 補助費等 5,940,108 11.9 5,950,296 11.7 10,188 0.2

6 普通建設事業費 △ 8,782,009 17.6 6,357,866 12.5 △2,424,143 △27.6

7 災害復旧事業費 △ 4 0.0 4 0.0 0 0.0

8 公債費 ○ 3,465,398 6.9 3,741,385 7.4 275,987 8.0

9 積立金 13,352 0.0 24,662 0.1 11,310 84.7

10 投資及び出資金 8,464 0.0 7,050 0.0 △1,414 △16.7

11 貸付金 724,526 1.5 701,409 1.4 △23,117 △3.2

12 繰出金 4,203,130 8.4 3,861,508 7.6 △341,622 △8.1

13 予備費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

49,970,000 100.0 50,800,000 100.0 830,000 1.7

22,756,966 45.5 24,268,008 47.8 1,511,042 6.6

8,782,013 17.6 6,357,870 12.5 △2,424,143 △27.6

18,431,021 36.9 20,174,122 39.7 1,743,101 9.5

歳 出 合 計

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

そ の 他 の 経 費

令和6年度 令和7年度 対前年度
区 分

○印：義務的経費
△印：投資的経費

5



特別会計

予算額
（千円）

一般会計繰入金
（千円）

予算額
（千円）

一般会計繰入金
（千円）

予算額
（％）

一般会計
繰入金(％)

学校給食共同調理
場事業

728,580 434,998 ― ― 皆減 皆減

国民健康保険事業 12,197,465 1,004,065 11,784,269 1,008,392 △ 3.4 0.4

介護保険事業 14,260,773 2,162,103 14,263,702 2,226,658 0.0 3.0

新里温水プール事
業

31,268 0 48,187 0 54.1 ---

発電事業 175,586 0 83,360 0 △ 52.5 ---

後期高齢者医療事
業

2,074,276 601,964 2,137,834 626,458 3.1 4.1

合　　計 29,467,948 4,203,130 28,317,352 3,861,508 △ 3.9 △ 8.1

企業会計

令和７年度　特別会計及び企業会計当初予算の状況

令和７年度令和６年度 対前年度増減率
会計名

収益的支出
（千円）

資本的支出
（千円）

合　　計
（千円）

収益的支出
（千円）

資本的支出
（千円）

合　　計
（千円）

収益的支出
(％)

資本的支出
(％)

合　　計
(％)

水道事業 2,346,769 1,415,421 3,762,190 2,265,385 1,567,803 3,833,188 △ 3.5 10.8 1.9

下水道事業 3,073,164 2,045,136 5,118,300 3,076,648 2,190,183 5,266,831 0.1 7.1 2.9

農業集落
排水事業

239,862 114,130 353,992 245,976 95,433 341,409 2.5 △ 16.4 △ 3.6

合計 5,659,795 3,574,687 9,234,482 5,588,009 3,853,419 9,441,428 △ 1.3 7.8 2.2

令和６年度 令和７年度 対前年度増減率

会計名
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☆ は新規事業

◇ は継続・拡大事業

担当課
予算書
ページ

◇ 地域活動推進事業 37,075千円
観光交流課

両支所市民生活課
黒保根地域振興整備課

69
70

◇ 農業振興事業 27,982千円 農林振興課 142

☆ 森林病害虫防除事業補助金 4,000千円 農林振興課 150

（森林経営管理事業）

◇ まちなか店舗リニューアル・事業承継支援事業 1,200千円 商工振興課 154

◇ 11,000千円 商工振興課 154

◇ ものづくり拠点開設補助金 1,200千円 商工振興課 155

（工業振興事業）

◇ 旧群馬地方発明センター跡地活用事業 20,823千円 商工振興課 156

◇ オープンファクトリー推進事業 500千円 商工振興課 156

令和７年度　主 要 事 業

１. 産業経済の振興（産業、観光）

桐生地区・新里地区・黒保根地区それぞれの地域において、地域外の人材を招致し
て、新しい感覚や感性を取り入れた地域の活性化を促進するとともに、その定住・定
着を図るため、地域おこし協力隊員を活用した事業を実施

担い手の減少・高齢化の進行等による労働力不足の解消に向けた機械化への取組と作
業の効率化を図り農業経営の安定を図る。また、６次産業化への事業も継続して実施

新店舗開設を促進し、まちなかの魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大につなげ
るため、空き物件を改修して新店舗開設を行う事業者を支援（若者世代の移住者に対
する加算制度を新設）

ものづくり分野での創業促進及び経済循環の拡大等に資するため、空き物件を活用し
て新規創業を行う事業者を支援（若者世代の移住者に対する加算制度を新設）

老朽化が著しい旧群馬地方発明センターの「建物の取壊し、跡地の有効活用」に向け
て、令和6年度に実施した地歴調査に基づく土壌調査を実施するほか、既存建物の石
綿含有量調査も併せて実施

地域の魅力発信やブランド化の一環で、桐生商工会議所が推進しているオープンファ
クトリーイベントを支援し、官民連携の下で、多種多様なものづくり技術等が集積す
る本市の魅力等を発信し、地域ブランド化を推進

森林環境譲与税を活用し、市内山林を対象に、森林病害虫による枯死や被害木などの
伐倒駆除、防除に対する補助制度を創設

市内事業者の円滑な事業承継を促進し、店舗の魅力向上とにぎわい創出、経済循環の
拡大につなげるため、事業承継を伴う既存店舗の改修を行う事業者を支援（若者世代
の移住者に対する加算制度を新設）

新店舗開設促進事業
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☆ 繊維産地新連携促進補助金 2,000千円 商工振興課 156

（繊維産地活性化推進事業）

☆ 産学官連携推進事業補助金 5,000千円 商工振興課 157

（産学官連携推進事業）

☆ 群馬大学生企業交流促進補助金 1,000千円 商工振興課 157

（産学官連携推進事業）

◇ まつり事業 30,215千円 観光交流課 158

◇ リトリート環境整備事業 141,796千円
観光交流課

黒保根市民生活課
黒保根地域振興整備課

160

◇ 新里支所まつり事業 8,000千円 新里地域振興整備課 160

◇ 黒保根支所まつり事業 4,953千円 黒保根地域振興整備課 160

☆ 日本遺産構成文化財維持補修費補助金 1,000千円 日本遺産活用室 237

（日本遺産活用事業）

新里まつりの開催に必要な経費の補助を行い、まつりを通じて地域住民の連携を深
め、住民文化の向上と産業振興を図るとともに、合併20周年記念事業として、歌謡
ショー・花火大会のイベント内容を拡充

NPO法人北関東産官学研究会解散後の産学官連携の推進組織として、設立に向けた準
備等が進められている新組織の運営・活動を支援することにより、群馬大学理工学部
を核とする産学官連携の発展・活性化を推進

くろほね夏まつりの開催に必要な経費の補助を行い、地域の交流はもとより関係人口
の創出を図るとともに、合併20周年記念事業として、花火大会の拡充及びまつりの
特徴である大櫓を更新

市内に所在する日本遺産に認定されたストーリー「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」
を構成する文化財等における施設の適正な維持管理、保存等を図ることを目的に支援

異なる強みを有する複数の繊維関連企業等が、業種・業界の枠を超えて連携し、繊維
に興味を持つ女性・若者等も呼び込みながら、産地の活性化・ブランド化に取り組む
ことを促進する補助金を創設

設立準備等が進められている新たな産学官連携組織の主要事業として計画されている
「企業と学生との交流促進事業」を支援し、当該組織の機能強化や求心力向上を図り
ながら、有能な群馬大学生と市内製造業等との更なる交流を促進

本市の夏の一大イベントである桐生八木節まつりの開催に必要な経費の補助を行い、
祭りを通じた桐生の魅力を市内外へ広く発信し本市への観光誘客を促進するととも
に、市制施行100周年記念事業として予定していたが、新型コロナの影響で延期と
なっていた「祇園屋台総揃い」を合併20周年記念事業として実施

黒保根町において、観光客がゆったりとした時間を過ごしながら長期滞在に繋がる観
光拠点施設などの整備を、わたらせ渓谷鐵道や関係機関と公民連携により継続して実
施
・観光案内板の整備
・黒保根運動公園の整備
・くろほね大橋の景観整備
・道の駅「くろほね・やまびこ」の整備
・花見ヶ原森林公園の整備
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◇ 重伝建地区公開活用施設管理事業 3,411千円 日本遺産活用室 238

◇  新里温水プール市内小中学生無料券配布 ※指定管理者納入金を調整 新里地域振興整備課 324

（新里温水プール事業特別会計）
施設の集客力向上及び子どもが安心して過ごせる場所を提供することを目的に市内在
住又は市内の小中学校に通う児童生徒を対象に月１回使用できる無料券の配布を継続
して実施

「まちなか交流館」を重伝建地区の拠点施設として、観光誘客促進などに努めるとと
もに、地区住民の町並み保存への機運醸成を図るため、地区の在り方や将来像等につ
いての講演会を新たに実施

9



担当課
予算書
ページ

☆ 4,501千円 福祉課 96

（生活困窮者自立支援事業）

◇ 455,956千円 医療保険課 102

（福祉医療費助成事業）

◇ 7,700千円 健康長寿課 104

◇ 300千円 健康長寿課 105

（在宅高齢者環境整備事業）

☆ 500千円 健康長寿課 105

（在宅高齢者環境整備事業）

☆ 2,395千円 子育て相談課 107

（母子福祉事業）

☆ 2,650千円 子育て相談課 108

（母子福祉事業）

◇ 983千円 子育て相談課 108

生活困窮者等のための地域づくり事業委託料

総合福祉センター等で地域住民を広く対象としてフードバンク無償配布のイベントを
開催し、無償配布だけでなく悩みごとや生活相談ができる場も設け居場所や交流の場
づくりの提供を社会福祉協議会へ委託し実施

地域介護・福祉空間整備等事業

高齢者補聴器購入費助成金

高齢者施設等の防災・減災対策を推進するため、認知症高齢者グループホーム等が、
災害時に利用者等の生活基盤や安全を守る観点から行う防災改修事業に対し、改修費
用の補助を実施

日常生活に支障を来している在宅高齢者のコミュニケーション手段の一助とするとと
もに、要介護状態になることの予防や引きこもりの防止を図るため、聴力の低下が認
められる高齢者を対象に、補聴器購入費用の助成を実施

大学等受験料支援補助金

経済的課題を抱えるひとり親家庭や低所得子育て世帯の子どもの、進学に向けたチャ
レンジを後押しするため大学受験料補助を実施

ひとり暮らし高齢者室内見守りシステム利用助成事業補助金

ひとり暮らし高齢者等及びその家族等が安心して暮らすことができる環境の充実を図
るため、ひとり暮らし高齢者等の居宅内での安否の確認及び緊急通報に係るシステム
費用等の補助を実施

発達に課題を抱えた子どもが本人らしく生活・成長できるための支援や、保護者の不
安・負担の軽減を図るため、専門職による発達相談会や専門職巡回支援事業及び子育
てメンター事業を実施

子ども医療費無料化

県の補助事業（補助率1/2）として、18歳までの子どもを助成対象とし、子どもの
健康保持や子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、医療費を助成

こどもの生活・学習支援事業委託料

貧困の連鎖を防止する観点から、低所得子育て世帯の中学生の悩み相談に応じつつ、
子どもの生活の向上を図るため、基本的な生活習慣の習得支援、学習支援等を実施

子ども発達支援事業

2. 福祉・健康の増進（福祉、健康、医療）
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◇ 288,077千円 子育て支援課 112

◇ 1,832千円 子育て相談課 113

（家庭児童相談室運営費一般経費）

◇ 59,688千円 地域医療感染症対策室 118

（成人予防接種事業）

◇ 204,313千円 地域医療感染症対策室 118

（成人予防接種事業）

☆ 271千円 地域医療感染症対策室 118

（成人予防接種事業）

◇ 350千円 健康長寿課 121

（健康づくり事業）

◇ 厚生病院負担金 823,558千円 地域医療感染症対策室 128

◇ 厚生病院医師確保対策事業 52,768千円 地域医療感染症対策室 128

◇ 徘徊高齢者発見支援システム利用助成事業補助金 200千円 健康長寿課 312

（病院運営事業、病院事業債元利償還事業、医療機器等整備事業）

高度医療や救急医療を担う地域中核病院としての機能を十分に発揮するための支援
や、市民から信頼され安心できる医療体制を維持するための経営改善などをみどり市
と連携して実施

安定した病院運営による診療体制の確保や市民の安心に繋げるため、研修医受入れや
医師の負担軽減策など、医師確保に向けた支援を継続実施

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみなが
ら健康づくりが出来るよう、「桐ペイ」を活用したインセンティブを予算を拡充して
実施

（介護保険事業特別会計）

認知症による徘徊のある高齢者の早期発見と安全の確保に役立て、徘徊高齢者を在宅
で介護をしている家族等の精神的かつ経済的負担の軽減を図るため、介護者に対し、
徘徊高齢者の位置情報提供サービス費用の助成を実施

帯状疱疹予防接種委託料

高齢者の重症化リスクが高く、80歳までに約3人に1人が発症すると言われている帯
状疱疹の予防を目的として、65歳の方及び60歳以上65歳未満のヒト免疫不全ウイ
ルスによる機能の障害を有する方、また65歳を超える方については、５年間の経過
措置として、５歳年齢ごとを対象に令和7年度から定期予防接種を開始するととも
に、定期予防接種対象外で50歳以上の方を対象とした任意予防接種は継続実施

新型コロナウイルス感染症予防接種委託料

新型コロナウイルス感染による重症化の予防を図るため、65歳以上の方及び60歳以
上65歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器疾患、免疫不全の身体障害者手帳1級を交付さ
れている方を対象に10月から1月にかけて定期予防接種を実施

特定教育・保育施設整備補助事業

子どもが安心して過ごせる環境を整備するため、老朽化が進む私立保育園及び認定こ
ども園の施設整備を計画的に支援

子育て世帯訪問支援事業委託料

家庭の養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐため、訪問支援員がヤン
グケアラーのいる世帯等を訪問し、家事や子育て支援及び家庭の不安の傾聴を実施

免疫喪失に対するワクチン再接種費用助成金

造血幹細胞移植（骨髄移植、末梢血管細胞移植および臍帯血移植）等の医療行為によ
る免疫喪失により、移植前に接種した定期予防接種の予防効果が期待できないと医師
に判断された者に対し、ワクチン再接種費用の負担軽減のため当該接種費用を助成
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☆ 介護認定調査・認定審査会デジタル化推進 55,466千円 健康長寿課
302
303

要介護認定業務における認定調査・審査会においてタブレット等の導入による業務の
デジタル化を推進し、認定の迅速化・適正化を図り、認定までに要する日数の長期化
などの課題解決に着手することで被保険者へのサービスを向上

（介護保険事業特別会計）
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3. 教育・文化の向上（教育、生涯学習、芸術・文化、スポーツ）

担当課
予算書
ページ

◇ 奨学資金貸付事業 51,050千円 教育総務課 195

◇ 学校適正規模等検討事業 412千円 教育環境課 195

☆ 907千円 学校教育課
人材育成課

196

（教育活動支援事業）

◇ 外国語教育指導事業 95,100千円 学校教育課
人材育成課

197

☆ 英語力向上事業委託料 655千円 学校教育課 198

（学力向上対策事業）

☆ 英語検定料補助金 1,846千円 学校教育課 198

（学力向上対策事業）

◇ サイエンスドクター事業 4,934千円 学校教育課 198

◇ 251,339千円 教育総務課
学校教育課

198、200
217

（教育支援センター運営事業、学校給食費一般経費、幼稚園施設改修事業）

用途廃止施設の解体

統廃合により用途廃止された教育関係施設の解体を実施
・旧教育研究所　　　　31,163千円
・旧黒保根共同調理場　68,189千円
・旧桜木幼稚園 55,066千円
・旧川内南幼稚園 42,768千円
・旧境野幼稚園 54,153千円

中学校区ごとに設置している検討委員会や、複数の検討委員会で構成する地域協議会
などにおいて、保護者や地域住民の理解と協力を得ながら、児童生徒にとって、より
良い教育環境の構築と質の高い学校教育の実現に向けた協議を推進

生徒が自ら目標をもち英語力を高められるようにするとともに、教師が生徒の習得状
況を把握して授業改善に役立てるために、中学校１・２年生及び義務教育学校７・８
年の生徒に、英語力２技能（「話す」「書く」）の英検ＩＢＡを実施

外国語活動や外国語の授業を通して身に付けた英語力を活かして、中学校３年生及び
義務教育学校９年生が英検にチャレンジできるようにするために、英検３級以上の検
定料の全額補助を実施

ALTや外部講師を効果的に活用した小・中・義務教育学校の英語授業と幼稚園等での
遊びの中で外国語にふれる活動のほか、群馬大学の留学生を園・学校に派遣して、国
際理解教育を推進	

幼・小・中・義務教育学校でのプログラミング教育の強化を図るとともに、児童・生
徒への理科の自由研究に対する指導・助言や教師への理科授業の支援を実施

文化部活動の地域移行

生徒にとって魅力ある文化芸術活動に取り組むことのできる持続可能な環境の確保と
教職員の負担軽減につながる取組の推進を目指し、文化部への部活動指導員及び外部
指導者の配置等の取組を実施

就学意欲をもつ学生又は生徒であって経済的理由により修学困難な者に対し、学資を
貸与する現行の奨学金制度に加えて、令和7年度より奨学資金の増額、返還免除制度
の導入、初年度の貸与のみ年額一括交付を実施
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◇ 1,082千円 黒保根市民生活課 199

◇ 黒保根町国際理解推進事業 6,341千円 黒保根市民生活課 199

　　 ［軽減額］

☆ 104,945千円 教育総務課 201

　　 ［軽減額］

◇ 27,171千円 教育総務課 201

☆ 中学生給食費補助事業 10,778千円 教育総務課 201

☆ 桐生市産材学習机木育推進事業 11,964千円 教育総務課 205

◇ ＩＣＴ教育推進事業（小学校費・中学校費） 454,956千円 教育総務課
206
210

☆ デジタル教育推進事業（小学校費・中学校費） 167,941千円 教育総務課
学校教育課

206
210

◇ 放課後子供教室事業 2,537千円 生涯学習課 219

私立・市外の中学校に通う生徒の給食費相当額を補助金として交付することで、子育
て世帯の経済的負担を軽減

森林環境譲与税を活用して、令和8年度に小学校１年生となる児童全員に、桐生市産
材を活用した天板を備えた学習机を用意し、木を身近に感じてもらうことで自然環境
と郷土愛を育む教育を推進

全小・中・義務教育学校の児童生徒に整備したタブレットが耐用期間を迎えるため、
新たな学習ソフトウェアを備えたタブレットに入替を行い、個別最適化された学びの
実現に向けたICT教育を推進

学校の空き教室等を利用して、各地域の特色や人材を生かした体験・交流活動、学習
支援等を行う「放課後子供教室」を実施

全小・中・義務教育学校の普通教室に電子黒板を、中学校に自動採点システムを導入
することで、タブレットPCとも連携したデジタル教育環境の充実を図り、分かりや
すい授業と学力向上を推進

黒保根町西町インターナショナルスクール交流事業

黒保根学園と姉妹校提携している西町インターナショナルスクールと、黒保根での農
業体験（田植え・稲刈り）や西町でのホームステイ・スポーツデイ参加などのさまざ
まな交流事業を実施

外国語を幼い頃から自然と身につけられる教育環境の整備を図るために、専任の外国
人英会話講師を配置し、黒保根保育園での保育活動、黒保根学園での英会話教室な
ど、年間を通じて英語に触れあう時間を提供すると共に、キャリア教育の実践により
コミュニケーション能力の向上を推進

中学生給食費無償化
中学校及び義務教育学校（7～9年生）における生徒の給食費を無償化することで、
子育て世帯の経済的負担を軽減し、引き続き地産地消を推進することで子供たちの郷
土愛を育む

小学生の第３子以降の給食費無償化

小学校及び義務教育学校（1～6年生）における第3子以降の児童の給食費を無償化す
ることで、子育て世帯の経済的負担を軽減
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◇ 未来創生塾支援事業 4,350千円 生涯学習課 219

◇ 新里サクラソウ自生地保存事業 4,272千円 新里市民生活課 219

◇ アートフェスティバル準備経費補助金 2,000千円 スポーツ・文化振興課 220

◇ 1,500千円 青少年課 222

（青少年教育事業）

☆ 5,016千円 生涯学習課 226

（公民館管理事業）

☆ 手作り布の絵本全国コンクール事業補助金 110千円 図書館 228

（図書館管理事業）

◇ 3,973千円 教育環境課
人材育成課

242

（学校体育事業）

◇ 球都桐生プロジェクト推進事業 116,605千円 スポーツ・文化振興課 243

子どもがつくるまちミニきりゅう負担金

こどものまちの聖地化を目指し、他の自治体と連携・交流を図るとともに、実行委員
会との連携のもと、内容の充実を図りつつ継続して実施

西公民館耐震診断業務委託料

老朽化した西公民館（旧水道庁舎部分）を、引き続き市民が安全安心に公民館として
活用できるよう耐震診断を実施

生徒にとって魅力あるスポーツ活動に取り組むことのできる持続可能な環境の確保と
教職員の負担軽減につながる取組の推進を目指し、検討委員会の意見や推進計画を踏
まえ、外部団体と連携したモデル事業や部活動指導員及び外部指導者の配置等の取組
を実施

日本の代表的な織物生産地である「桐生市」から「布の絵本」の存在と意義を全国に
発信し、普及を図るために実行委員会に対して経費の一部を補助（隔年開催）

群馬大学理工学部と地元企業、市民団体などと連携して子どもの夢と感性を育むこと
を目的とした特別教育プログラム「未来創生塾」の支援を継続するとともに、未来創
生プログラムをより幅広い子どもに対して実施

県指定天然記念物であるサクラソウの保護育成のため、新里町赤城山のサクラソウ自
生地を流れる水路への自生地土砂流出防止のための水路修繕工事を実施

市内の文化資源を活用したアートフェスティバル開催に向けた調査研究・啓蒙・コ
ミュニティの醸成に係る事業を行う東京藝術大学に対し、補助金を交付

部活動の地域移行

野球をテーマに公民連携により地域の活性化を図るため、球都桐生ウィークをはじめ
とするイベントの開催や、市内野球情報の発信及びスポーツ動画の配信、また、先進
トレーニング機器の整備や利用に対する補助・助成などの各種事業を実施
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◇ 新里社会体育館施設改修工事費 609,674千円 新里市民生活課 245

（新里町施設管理事業）

☆ 新里総合グラウンドトイレ施設改修工事費 91,828千円 新里市民生活課 245

（新里町施設管理事業）

老朽化した新里総合グラウンドトイレについて、誰もが利用しやすい明るくきれいな
施設となるよう建替工事等を実施

新里社会体育館の屋根改修をはじめ、施設の環境改善や長寿命化を図るための改修工
事を実施
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担当課
予算書
ページ

☆ 宅配ボックス購入補助 500千円 ＳＤＧｓ推進課 90

（環境都市推進事業）

◇ ごみ収集事業 418,374千円 清掃センター 130

◇ 消防車両更新事業 42,950千円 消防本部 190

◇ 1,082,857千円 消防本部 190

☆ 災害対策用トイレ整備事業 29,964千円 防災・危機管理課 193

災害発生時におけるトイレ問題を解決するため、トイレトラックを１台導入

高規格救急自動車1台、水槽付消防ポンプ自動車1台を整備
※水槽付消防ポンプ自動車は、令和7年度に契約し、令和8年度納車予定

高機能消防指令センター・消防救急デジタル無線更新事業

令和6年度の実施設計を基に、119番通報の災害受付・出動指令に関する情報処理及
び活動隊との情報共有を円滑に行う無線通信機能を有するシステムを更新

家庭ごみ収集のごみ収集事業に含まれている桐生市高齢者支援家庭ごみ戸別収集を見
直し、75歳以上の者のみで構成されたごみ出し困難世帯の家庭ごみ収集を段階的に
開始することで事業を拡充して、高齢者世帯への支援を推進

４. 生活環境の向上（環境、安全・安心）

市民の温室効果ガス排出量削減に向けての意識転換を図るため、宅配の再配達を不要
とする宅配ボックス設置に対する補助を新たに開始
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担当課
予算書
ページ

◇ 移住・定住相談窓口運営委託料 24,093千円 企画課 68

（移住定住推進事業）

☆ 保育園留学事業委託料 12,210千円 企画課 68

（移住定住推進事業）

☆ MAYU駅間シャトル実証運行 3,000千円 交通ビジョン推進室 68

（交通ビジョン推進事業）

◇ おりひめバス購入 24,503千円 交通ビジョン推進室 92

（バス交通対策事業）

◇ 道路橋梁補修事業 132,393千円 土木課
両支所地域振興整備課

169
170

（道路橋梁補修事業、新里支所道路橋梁補修事業、黒保根支所道路橋梁補修事業）

◇ 道路橋梁新設改良事業 231,422千円 土木課
新里地域振興整備課

170
171

（道路橋梁新設改良事業、新里支所道路橋梁新設改良事業）

◇ 桐生大橋長寿命化事業 255,000千円 土木課 170

◇ 舗装長寿命化事業 184,700千円 土木課
新里地域振興整備課

170
171

（舗装長寿命化事業、新里支所舗装長寿命化事業）

５. 都市基盤の整備（都市基盤）

安全で安定したおりひめバスの運行を維持するため、老朽化した車両を更新

生活道路として、市内各所の市道や橋梁など自動車や歩行者の安全・安心を守るとと
もに、交通事情の改善、凸凹路線の解消など安心して通行できる補修事業を実施

災害に強い安全な生活道路を構築するとともに、交通事情の改善を図るため、道路の
新設改良工事を実施

第1次緊急輸送道路に指定されている桐生大橋の長寿命化を図るため、塗装工事を継
続して実施

「女性・若者に選ばれる桐生市提言書」において、メインターゲットの一つに掲げら
れた“教育移住に関心のある子育て世代”に訴求する取組として、本市の恵まれた自
然環境や保育・教育環境を生かした転職なき移住を推進するため、主に都市部でテレ
ワークで仕事を行う親とその園児を一定期間地域に滞在させる「保育園留学」を実施

移住・定住を促進するため、「桐生市移住支援フロント　むすびすむ桐生」におい
て、メインターゲットに掲げる店舗開業・起業等を目指す方に訴求する取組を様々な
関係者と連携して実施するとともに、他の移住推進策を有機的に活用した市の魅力発
信とつながり創りを実施

「ゆっくりズムのまちづくり」を推進するための「MAYU」を活用した取組として、
主要駅間等の移動需要を検証し、鉄道の利用促進にもつなげるシャトル運行の実証事
業を実施

桐生市が管理する市道において、重要度が高い路線の道路舗装修繕を適正かつ効率的
に行い、安全で安心な車両の通行を確保
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◇ 赤岩線整備事業 58,000千円 土木課
都市計画課

170
175

（赤岩線周辺整備事業、赤岩線整備事業）

☆ 立地適正化計画改定事業 6,943千円 都市計画課 173

◇ 中通り大橋線周辺整備事業 137,530千円 都市計画課 174

☆ 小友線整備事業 3,850千円 都市計画課 175

☆ 桐生大橋広場トイレ改修工事 1,500千円 公園緑地課 178

（渡良瀬川河川緑地事業）

◇ 隔離舎新築工事 55,319千円 公園緑地課 179

（桐生が岡動物園事業）

◇ サル寝室新築工事 48,796千円 公園緑地課 179

（桐生が岡動物園事業）

◇ きりゅう暮らし応援事業

☆ 移住者住宅取得助成金 110,000千円 建築住宅課 185

◇ 住宅リフォーム助成金 50,000千円 建築住宅課 185

持続可能な都市の形成を目的として、平成30年度に策定した桐生市コンパクトシ
ティ計画（立地適正化計画）について、新たに防災指針を計画に加える必要が生じた
ことから改定を実施

錦琴平線の小梅琴平公園入口から昭和橋までの区間の建物等調査算定・用地買収・支
障物件補償を実施

市外からの転入を促進するため、令和7年度より「住宅の建築又は購入に対する最大
200万円の移住者限定の補助制度」を創設

定住促進を視野に入れ、安心して住み続けられるよう住環境の改善を目的としたリ
フォームに対し、最大30万円の補助を予算を拡充して継続実施

安全で快適な公園利用の充実を図るため、老朽化したトイレの改修工事を実施

桐生のシンボルとして末永く愛される施設運営のために、老朽化したサル山の改修に
向けた前段として、サル寝室の整備を実施

動物の健康維持及び福祉の向上に大切な隔離舎の整備を実施

北関東自動車道に新設される足利スマートインターへのアクセス性を向上させるた
め、都市計画道路の測量調査を実施

歩行者や自転車の安全な通行及び市街地の円滑な自動車交通を確保するため、県と連
携して行う堤町三丁目から宮前町一丁目交差点までの都市計画道路及び周辺市道の整
備を実施
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◇ 空き家利活用助成金 5,200千円 空き家対策室 185

◇ 空き家除却助成金 20,000千円 空き家対策室 185

☆ 次期計画策定事業 13,193千円 水道総務課 347

◇ 配水管布設事業 734,629千円 水道工務課 351

◇ 351,010千円 下水道課
境野水処理センター

375
376

（下水道事業会計）

☆ 16,000千円 下水道課 375

（下水道事業会計）

国の制度を利用し、空き家の改修に対し市外からの転入など一定の要件を満たす場合
には、最大100万円の補助を継続して実施

国の制度を利用し、周りに危険を及ぼすおそれのある管理不全の空き家の除却に対
し、最大100万円の補助を継続して実施

（水道事業会計）

持続可能な水道事業を目的とした、次期「桐生市水道再生マスタープラン」及び「桐
生市水道事業経営戦略」の策定を令和７・８年度の２カ年で業務委託により実施

（水道事業会計）

桐生市水道事業経営戦略に基づき老朽管の布設替を実施し、漏水対策を図るととも
に、耐震化やダウンサイジングを行い管網を整備

下水道接続宅内配管費補助金

下水道の普及促進を図るため、宅内配管費用について補助を実施

下水道施設改築更新

桐生市下水道事業ストックマネジメント全体計画に基づき、施設の改築更新を継続し
て実施
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担当課
予算書
ページ

◇ シティブランディング事業 2,369千円 魅力発信課 58

◇ 1,337,431千円 総務課 63

☆ 新里総合センター照明LED化工事 60,269千円 新里市民生活課 64

（新里支所維持管理事業）

◇ 学生連携事業 200千円 企画課 66

（企画費一般経費）

◇ ふるさと納税促進事業 41,537千円 企画課 67

☆ ＳＤＧｓ推進報奨金 150千円 ＳＤＧｓ推進課 68

（ＳＤＧｓ推進事業）

◇ ＤＸ推進事業 14,561千円 DX推進室 72

◇ 電子地域通貨事業 206,411千円 DX推進室 72

庁舎整備事業

本市の魅力や評価を高めるとともに、市民等の地域への関心喚起や郷土愛の醸成を図
るため、学生や事業者、市民団体など民間主導でのシティブランディングに資する取
組の促進及び支援を継続して実施

家庭でのＳＤＧｓの普及・啓発を図るため、ＳＤＧｓの達成に向けた活動を行った
小・中学生に報奨金を交付

デジタル化の恩恵が広く市民に享受されるよう、引き続き、デジタルデバイド対策と
してスマホ教室を開催するとともに、マイナンバーカードの申請支援を実施。また、
DX推進による業務効率化を実現するため、議事録自動作成ツールを導入

桐生版スモールビジネスサタデーとの連携イベントを実施するなど、市内消費の拡大
に向けた取組を引き続き行うとともに、「桐ペイ」を地域課題解決のためのインフラ
として市役所内外の様々な取組への活用を推進

旧本庁舎の解体工事を実施後、来庁者の利便性向上を図るため構内駐車場及び（仮
称）織姫の杜遊歩道、市役所本庁舎エントランス庇等を整備

新里総合センターの既存照明をLED照明に切替えることにより、温室効果ガスの排出
及び電気使用料を削減

自主財源の確保に向け、引き続き新たな返礼品の開拓を実施

６. 計画推進のために（協働、行政運営）

「女性・若者に選ばれる桐生市提言書」において、メインターゲットの一つに掲げら
れた“学生世代”に訴求する取組として、学生が桐生市を知り、関わり、楽しみなが
ら地域での活動を行うことで、市に対する愛着を深めてもらうことなどを目的に開始
した「学生×桐生つながるプロジェクト」の新年度メンバーを募集し、大学生等が地
域の活動を自ら企画・実施する取組を応援
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◇ デジタルクリエイティブ人材育成事業 28,620千円 DX推進室 73

☆ 参議院議員選挙費一般経費 21,997千円 選挙管理委員会事務局 85

☆ 消防本部庁舎照明LED化工事 50,204千円 消防本部 189

（庁舎維持管理事業）

省エネルギーで持続可能な防災拠点を目指し、消防本部庁舎の照明のLED化を実施

小中高生向けのデジタルクリエイティブ人材の育成活動を引き続き実施し、外出が困
難な小中高生にも利用機会を拡大させる環境を整備するとともに、高齢者向けのeス
ポーツイベントを新たに開催し、デジタルに触れる機会を設け、認知機能の向上や社
会的なつながりを促進

令和7年7月執行予定の参議院議員通常選挙における公平公正な選挙執行を図るとと
もに、若年層をはじめとする有権者の投票環境や利便性の向上を図るため群馬大学理
工学部桐生キャンパス内に期間限定で期日前投票所を設置
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担当課
予算書
ページ

◇ 学生連携事業[再掲] 200千円 企画課 66

（企画費一般経費）

☆ 保育園留学事業委託料[再掲] 12,210千円 企画課 68

（移住定住推進事業）

◇ 1,200千円 商工振興課 154

◇ 11,000千円 商工振興課 154

◇ ものづくり拠点開設補助金[再掲] 1,200千円 商工振興課 155

（工業振興事業）

☆ 繊維産地新連携促進補助金[再掲] 2,000千円 商工振興課 156

（繊維産地活性化推進事業）

☆ 群馬大学生企業交流促進補助金[再掲] 1,000千円 商工振興課 157

（産学官連携推進事業）

◇ 奨学資金貸付事業[再掲] 51,050千円 教育総務課 195

「女性・若者に選ばれる桐生市提言書」において、メインターゲットの一つに掲げら
れた“学生世代”に訴求する取組として、学生が桐生市を知り、関わり、楽しみなが
ら地域での活動を行うことで、市に対する愛着を深めてもらうことなどを目的に開始
した「学生×桐生つながるプロジェクト」の新年度メンバーを募集し、大学生等が地
域の活動を自ら企画・実施する取組を応援

「女性・若者に選ばれる桐生市提言書」において、メインターゲットの一つに掲げら
れた“教育移住に関心のある子育て世代”に訴求する取組として、本市の恵まれた自
然環境や保育・教育環境を活かした転職なき移住を推進するため、主に都市部でテレ
ワークで仕事を行う親とその園児を一定期間地域に滞在させる「保育園留学」を実施

まちなか店舗リニューアル・事業承継支援事業[再掲]

就学意欲をもつ学生又は生徒であって経済的理由により修学困難な者に対し、学資を
貸与する現行の奨学金制度に加えて、令和7年度より奨学資金の増額、返還免除制度
の導入、初年度の貸与のみ年額一括交付を実施

市内事業者の円滑な事業承継を促進し、店舗の魅力向上とにぎわい創出、経済循環の
拡大につなげるため、事業承継を伴う既存店舗の改修を行う事業者を支援（若者世代
の移住者に対する加算制度を新設）

新店舗開設促進事業[再掲]
新店舗開設を促進し、まちなかの魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大につなげ
るため、空き物件を改修して新店舗開設を行う事業者を支援（若者世代の移住者に対
する加算制度を新設）

ものづくり分野での創業促進及び経済循環の拡大等に資するため、空き物件を活用し
て新規創業を行う事業者を支援（若者世代の移住者に対する加算制度を新設）

設立準備等が進められている新たな産学官連携組織の主要事業として計画されている
「企業と学生との交流促進事業」を支援し、当該組織の機能強化や求心力向上を図り
ながら、有能な群馬大学生と市内製造業等との更なる交流を促進

異なる強みを有する複数の繊維関連企業等が、業種・業界の枠を超えて連携し、繊維
に興味を持つ女性・若者等も呼び込みながら、産地の活性化・ブランド化に取り組む
ことを促進する補助金を創設

「女性・若者から選ばれる桐生市提言書」に基づく事業

23



　　 ［軽減額］

☆ 104,945千円 教育総務課 201

☆ 中学生給食費補助事業[再掲] 10,778千円 教育総務課 201

☆ 167,941千円 教育総務課
学校教育課

206
210

全小・中・義務教育学校の普通教室に電子黒板を、中学校に自動採点システムを導入
することで、タブレットPCとも連携したデジタル教育環境の充実を図り、分かりや
すい授業と学力向上を推進

私立・市外の中学校に通う生徒の給食費相当額を補助金として交付することで、子育
て世帯の経済的負担を軽減

中学生給食費無償化[再掲]
中学校及び義務教育学校（7～9年生）における生徒の給食費を無償化することで、
子育て世帯の経済的負担を軽減し、引き続き地産地消を推進することで子供たちの郷
土愛を育む

デジタル教育推進事業（小学校費・中学校費）[再掲]
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担当課
予算書
ページ

◇ 議会モニター謝礼 20千円 議事課 51

（議会改革推進事業）

◇ 移住検討応援金 48千円 企画課 68

（移住定住推進事業）

◇ 定住促進交付金 350千円 黒保根地域振興整備課 69

（黒保根支所過疎対策事業）

◇ ＳＤＧｓ推進報奨金[再掲] 150千円 ＳＤＧｓ推進課 68

（ＳＤＧｓ推進事業）

◇ 職員提案入賞者記念品 45千円 人材育成課 70

（職員提案事業）

◇ 小・中学生男女共同参画作品入賞者記念品 28千円 地域づくり課 74

（男女共同参画推進事業）

◇ 電子地域通貨事業[再掲] 206,411千円 DX推進室 72

◇ 環境ポスター展入賞者記念品 14千円 　ＳＤＧｓ推進課 89

（環境保全活動推進事業）

桐生版スモールビジネスサタデーとの連携イベントを実施するなど、市内消費の拡大
に向けた取組を引き続き行うとともに、「桐ペイ」を地域課題解決のためのインフラ
として市役所内外の様々な取組への活用を推進

ＳＤＧｓの達成に向けた活動を行った小・中学生への報償金として「桐ペイ」を活用

桐生市黒保根地域定住促進奨励金交付要綱に基づき、定住促進を支援するため結婚、
出産の奨励金の交付に「桐ペイ」を活用

優れた職員提案をした職員への褒賞記念品として、「桐ペイ」を活用

小中学生の男女共同参画作品の入賞者への褒賞記念品として「桐ペイ」を活用

子どもたちの環境に対する意識の高揚を図ることを目的として公募する、環境・ゆっ
くりズムをテーマとした環境ポスター展の、最優秀賞及び優秀賞受賞者に記念品とし
て「桐ペイ」を活用

市民からの意見を、市議会の運営等に反映させることを目的として活動していただい
ている議会モニターへの謝礼として「桐ペイ」を活用

移住を目的に住居や仕事を探すなどの活動を行う方の宿泊費の助成に「桐ペイ」を活
用

桐ペイ活用事業
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◇ 環境都市推進補助金 3,875千円 　ＳＤＧｓ推進課 90

（環境都市推進事業）

◇ 350千円 健康長寿課 121

（健康づくり事業）

◇ 12,443千円 子育て相談課 124

（出産・子育て応援事業）

◇ 八木節キャンペーンスタッフ退任記念品 18千円 観光交流課 158

（観光推進事業）

☆ 中学生給食費補助金[再掲] 10,675千円 教育総務課 201

（中学生給食費補助事業）

◇ 小学生第3子以降給食費補助金 91千円 教育総務課 201

（第3子以降給食費補助事業）

◇ 二十歳を祝う会記念品 500千円 青少年課 222

（二十歳を祝う事業）

◇ 12千円 青少年課 222

（青少年対策事業）

◇ 100千円 健康長寿課 310

（介護保険事業特別会計・地域介護予防活動支援事業）

高齢者の社会参加、介護予防、地域貢献の推奨を図るため、高齢者が介護予防教室等
で行う自発的なサポーター活動に対して、個々の活動実績に応じて現金または桐ペイ
に変換可能なボランティアポイントの付与を実施

妊娠期から切れ目ない支援を行うため、妊婦のための支援給付により経済的支援を実施。給
付金の支給方法は現金振込が基本であるが、希望された場合は「桐ペイ」での付与を選択可
能であり、桐ペイでの付与の場合は支給額の5%分を増額支給

桐生八木節キャンペーンスタッフ退任時の記念品として「桐ペイ」を活用

大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年（二十歳になる者）を祝い励
ますための「二十歳を祝う会」における記念品として「桐ペイ」を活用

明るい家庭・地域づくり運動推進標語等入賞者記念品

「明るい家庭・地域づくり運動」推進のため募集する標語及びイメージ写真の入賞者
への記念品、また、推進市民大会における「少年の主張」桐生市成績優秀者発表の謝
礼として「桐ペイ」を活用

高齢者ボランティアポイント事業報奨金

地球温暖化対策として実施する電動アシスト自転車購入補助、蓄電池設備導入補助、
宅配ボックス設置補助として「桐ペイ」を活用

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』[再掲]

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみなが
ら健康づくりが出来るよう、「桐ペイ」を活用したインセンティブを予算を拡充して
実施

すくすくキノピー応援給付金

子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に、私立・市外の小学校に通う第3子
以降の児童の給食費相当額の補助として「桐ペイ」を活用

子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に、私立・市外の中学校に通う生徒の
給食費相当額の補助として「桐ペイ」を活用
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一般会計 歳出予算額の推移
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一般会計 起債残高・発行額の推移 単位：億円

※R５までは決算額、R６・R７は見込額
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財政調整基金残高の推移
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